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心理的・社会的支援プログラムの実施と
支援スタッフの専門性向上
～ハリケーン被害、
　新型コロナウイルスによる困難を乗り越えて～

　活動地域のボゴールは首都に隣接する観光地で、人の行き来が多いことからさま
ざまな課題を抱える地域です。ハリケーンの被害や新型コロナウイルスによる影響か
ら、本財団の活動も大変難しい状況にありましたが、スタッフの専門性を高める研修
を行い、暴力や人身売買の被害者に支援を行いました。

氏 名  Suarni　スアルニ（24 期）
所属団体  さくらインドネシア財団

Indonesia ／インドネシア

所属組織の概要
　家庭内暴力や人身売買の被害者たちをトラウマから立ち直らせるための心理社会的サービ
スの提供、弱い立場の子どもと高齢者への支援を実施しています。また、個別のニーズに基
づいたサービス提供だけではなく、新たな社会福祉の問題などにも対応できるよう、本会ス
タッフや仲間の支援者たちの専門性を高める研修プログラムを実施しています。

事業の目的
　以下の目的のために実施しました。

• �カウンセリング、レクリエーション、セーフハウスの運営等を通して、クライアント
（人身売買や家庭内暴力の被害者、高齢者、子どもたち）のために心理的・社会的支援プ
ログラムを提供すること。

• �この事業に関わるスタッフの専門性を高め、より高度な支援を実施すること。



首都：
ジャカルタ

活動地：
ボゴール県
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活動地域
　本プログラムはインドネシ
アの首都・ジャカルタに直接
隣接するボゴール県で実施し
ました。ボゴールはジャカル
タで働く労働者が多く居住す
る地域であり、また「雨の
町」として知られる観光地で
もあります。そのなかで、
ジャカルタで働いている共働
き家庭の保育ニーズが多い
こと、家庭内暴力や高齢者へのネグレクトに苦しむ人が増えたことなど、支援が必要な課題
がありました。また、人の行き来の多い地域のため、人身売買のさまざまな犯行の手口の出
現、差別、テロリスト、売春、貧困、社会的不平等など、新たな課題も多く出てきている地
域です。

　人身売買や家庭内暴力の被害者、弱い立場に置かれている子ども、高齢者を対象にしてい
ます。また、専門性の高い支援を行うための能力開発プログラム（研修）について、支援に
携わるスタッフを対象に実施しました。

• �この事業に関わるスタッフ20名に対して実施した「能力開発プログラム（研修）」に
よって、より専門性の高い支援を提供することができました。

• �人身売買の被害者20名が心理的・社会的支援を受けたことにより、トラウマから回復
することができました。

• �暴力の被害者20名が心理的・社会的支援を受けたことにより、トラウマから回復する
ことができました。

• �子どもたち100名、高齢者50名が心理的・社会的支援を通して、保護された環境で生
活することができました。

対象者

事業の成果



実施内容
　本事業は、2023年４月から2024年３月まで、以下の内容を実施しました。

　大地震が起こり、キャンプ地に避難する人が発生すると、ジェンダーにもとづく暴力や人
身売買の被害が増えます。そこで、支援スタッフがキャンプ地に入り、必要な物資を直接配
布することを通して支援活動を行い、その予防に取り組みました。

　家庭内暴力などの被害者は、本財団のシェルターに保護し、安全な環境をつくってから心
理的・社会的支援を行いました。

　人身売買や家庭内暴力の被害者に対する支援
には、高度な専門性が必要です。本財団では、
能力開発プログラムとして５種類の研修を実施
しました。
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地震被害への対応

家庭内暴力などの被害者を保護し、専門的な支援を実施

専門性を高める支援スタッフへの研修実施
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今後の展望
　私たちはこの事業を継続して実施していきたいです。今回の事業で取り組んだ人身売買や
家庭内暴力の問題や立場の弱い高齢者、子どもへの支援は、私たちが力を入れていきたい内
容であり、社会福祉を担う組織としての使命だと考えています。

収支報告

〈収 入〉
項　目 金額（円） 内　訳

全社協からの助成金 334,884

自己資金 21

合　計 334,905

〈支 出〉
項　目 金額（円） 内　訳

研修時昼食代 19,200 3,840 円 × ５回（20 名分）

研修用機材、文具　購入費 4,800 研修５回分

人身売買被害者のための
心理社会的支援資料 71,635 20 名分

暴力の被害者のための
心理社会的支援資料 71,635 20 名分

子どもたちのための
心理社会的支援資料 71,635 100 名分

高齢者のための
心理社会的支援資料 96,000 50 名分

合　計 334,905
注）�インドネシアルピア（IDR）で提出された報告をもとに日本円に換算して表記

換算レート：１インドネシアルピア≒ 0.01164 円〔送金時 (2023 年 5 月 19 日 ) の為替レート〕
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